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PFAS の小冊子進呈中！ 
PFASとはPFOSやPFOAなどの有機フッ素化合物の総称で、撥水、撥油性を有し、難分解性で
安定しているために、様々な製品に使用されてきました。しかし、その安定性から環境中の 
残留性や生体内への蓄積性が問題視され、国内外で規制の動きがあります。 
当社では、PFAS の規制などに関する情報を小冊子としてまとめ、希望者に進呈いたします。 

環境省は、2022 年度における水質汚濁防止法、瀬戸内海環境保全特別措置法及び湖沼水質保全

特別措置法の施行状況について取りまとめました。 

2023 年 3 月末時点における水質汚濁防止法に基づく特定事業場の数は約 254,800 であり、 

前年度から約 1,400 減少しています。 

また、2022 年度における水質汚濁防止法に基づく立入検査の件数は、約 27,200 件（前年度 

約 26,500 件）、工場、事業場に対して指導や勧告、助言等を行った件数は、約 5,700 件（前年度 

約 6,000 件）、改善命令の件数は 10 件（前年度 14 件）であり、一時停止命令の件数は 0 件（前年度 

0 件）で、罰則の適用となる排水基準違反が確認された工場、事業場の数は 1（前年度 2）で、 

改善命令の件数が減少していました。なお、違反業種・施設はその他無機化学工業製品製造業で、 

違反項目は、水素イオン濃度（pH）でした。 

そして、水質総量規制に関する罰則の適用は 0 件で、改善措置命令は 1 件、指導については 

63 件ありました。 

 

当社では、多くの排水項目の分析について長年の実績があり、短納期での対応が可能です。 

ご不明な点等ありましたら、是非一度ご相談下さい。 
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